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　正月の松飾りがはずれ，賀状の整理も終わり，いつも通りの
日常が戻った感のあるこの時期に，編集後記を執筆しておりま
す．昨今は，スマートフォンでの情報収集や電子メールでのや
りとりが一般化していますし，年末年始の諸行事も簡略化され
つつあります．歳の瀬や正月といった日本の国ならではの特別
な雰囲気も，大分，薄れてきています．
　そんな中，本年は「年号」が変わる年，ということが大きな
話題になっています．職場での文書や議事録には年号と西暦を
併記するという対策が取られている一方，面倒なので西暦に統
一してはどうか，などという意見も出ています．
　小職を含め，年号については知っているようで，知らないこ
とが相当に多いようです．そこで，調べてみました．
　日本で最初に年号が使われたのは，あの大化の改新でよく知
られている「大化」（645 年）ということですが，当初は継続的
には使われていなかったようです．年号が継続的に使われるよ
うになったのは，律令体制が整備された「大宝」（701 年）から
です．年号の始まりは中国（漢の武帝：西暦紀元前 140 年）で，
その影響を受けた国々で使用されていましたが，現在では日本
以外の国では使用されていません．したがって，日本は世界で
唯一，長期的かつ持続的に年号を用いている国ということにな
ります．
　「年号」を使うことによって，われわれは，過去の時代時代を，
1 つの共通したイメージで捉えることができます．「天平」とい
う年号からは，平城京での大仏開眼の荘厳な儀式，薬師寺・唐
招提寺などの大寺の建立の場面が浮かんできますし，そこに集
う人々の息づかいが聞こえるようです．「元禄」では，戦乱が遠
い昔となった江戸ののどかな風景や，芭蕉が奥の細道に旅立つ
姿が思い起こされます．小職には，年号を使う世の中は，西暦
だけの世の中よりも，想像力を膨らませることができる，
ちょっと贅沢な空間のように感じられますが，皆様はいかがで
しょうか？
　さて，本誌の特集は「腰やお尻の痛み―非腰椎性腰殿部痛の
診断と治療」です．「腰殿部痛」という言葉は，われわれに 1つ
の共通したイメージを与えます．脊椎外科医であるわれわれは
まず，椎間板ヘルニアや腰部脊柱管狭窄症などの腰椎疾患を連
想してしまいます．そこで重要なのが，腰椎疾患と鑑別を要す
る腰殿部疾患ということになります．これまで個々には報告が
ありましたが，脊椎外科医が迷う「特殊な腰殿部疾患」につい
て，まとめて論じている特集は見当たりません．その意味で，
大変に価値のある特集であると思う次第です．
 （山崎正志）
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